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一式知能検査の下位項目にある、知覚統合指数 (perceptualorganization index; POI)と言語理
解指数 (verbal comprehension index; VCI)を用いた。まず、安静時に対する課題遂行時の脳









右側頭頭頂接合部の脳活動と POI の問に、統計的に有意な正の相関が見られた。 VCI と脳活動
に統計的な有意な相関を呈する領域は見られなかった。女子群では、 POI、 VCI ともに、脳活動
と統計的に有意な相関を呈する領域は見られなかった。視覚遅延見本合わせ課題中の脳活動と





















ウェクスラー式知能検査の下位項目にある、知覚統合指数 (perceptual organization index; POI)と言語理
解指数 (verbal comprehension index; VCI)を用いた。まず、安静時に対する課題遂行時の脳活動を求める







が見られた。 VCI と脳活動に統計的な有意な相関を呈する領域は見られなかった。女子群では、 POI、 VCI
ともに、脳活動と統計的に有意な相関を呈する領域は見られなかった。視覚遅延見本合わせ課題中の脳活動と
POI の聞に、統計的に有意な正の相闘を呈した、右側頭頭頂接合部における、 POI に対する課題中の脳活動
の関係、を示す線形回帰直線の傾きは、女子群に比べ男子群において統計的に有意に大きかった。
本研究は、小児の視覚的認知スタイノレの神経基盤として、視覚的認知スタイルと視覚的認知処理中の脳活動
との聞に正相関を呈する領域が右側頭頭頂接合部にあること、そしてその関係は男子で顕著であることを明ら
かにした。本研究は、学童期の小児の認知的な個人差が、学童期の小児の認知的な個人差が、どのような神経
基盤によって生じるものなのかを明らかにし、教育学や心理学における認知研究、学校教育の現場での指導理
論に対し、認知の個人差の神経科学的根拠を提示することができる可能性を示唆したものであり、これらは本
学及び医学研究領域の発展に大いに貢献するものであり学位取得に足る業績であると判断した。
よって，本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める。
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